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研究成果の概要（和文）：　宇宙分子進化の研究成果を，大型国際共同研究（ALMA，「はやぶさ２」などの始原
的小惑星からのサンプルリターンプロジェクト）との連携に生かし，積極的に海外に発信し，さらに，これらの
活動を通じて若手研究者を育成することが主たる目的である．このために，指導的研究者から若手研究者までの
派遣および招聘を実施した．その結果，拠点研究機関同士の研究交流が活発におこなわれ，国際連携研究が当初
の想定以上に展開され，優れた研究結果が多数生み出された．これらの研究活動を通じて，次世代の指導者たる
人材を育成することができた． 

研究成果の概要（英文）：   The purpose of the present project is to maximize scientific achievements
 of molecular evolution in space by international cooperation. We made various exchange programs 
between domestic and foreign institutions. Especially, we focused on following international large 
projects such as ALMA and sample return projects from primitive asteroids such as Hayabusa2. As a 
result, international cooperative studies advanced remarkably, and excellent results have been 
yielded. From these activities, we have trained young scientist as a next generation leader.

研究分野： 地球惑星科学，天文学
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１．研究開始当初の背景 
 本領域は，国内での各分野での最先端研究
を融合し，世界に類のない学際融合研究とし
て発展させ，宇宙での H, C, O, N 系物質の進
化を統一的に理解し，惑星系形成論に化学的
視点を初めて導入することをめざし，発足し
たものである． 
 本領域で構築する「分子進化シナリオ」は，
宇宙科学・太陽系科学分野全体の大きな流れ
のひとつであり，複数の大型計画が国際協力
で実施されている．例えば，ALMA 望遠鏡は
星・惑星形成領域の化学的特徴を H, C, O, N
系分子から追究することをめざしている．ま
た，探査対象天体をめざし運用中の JAXA 小
惑星サンプルリターン探査機「はやぶさ 2」，
2016 年秋打ち上げ予定の NASA 小惑星サンプ
ルリターン探査機 OSIRIS-REx は有機物を含
む小惑星からのサンプルリターンをおこな
い，2020 年代初頭に採取試料中の有機物分析
がおこなわれる．  
 本領域の成果は，これらの大型計画に直接
的かつ本質的な貢献をするものであり，計画
が順調に進行している現段階から，積極的に
国際大型計画との連携を進めていく必要が
ある．また，実験，理論，観測，分析を統合
した世界に類のない本領域が順調に進行し
ていることを受け，この取り組みを世界に積
極的に発信し，広めることも必要であり，時
宜を得ていると考える． 
 
２．研究の目的 
 本領域で構築する「分子進化シナリオ」は
ALMA 望遠鏡や始源小天体（彗星，小惑星）
探査の成果に直接の貢献が可能なものであ
る．これらの国際協力大型計画が本格化を迎
える前の段階から，国内の研究者が積極的に
関与し，本領域の成果を最大限に活かす体制
を構築する．本領域では実験，理論，観測，
分析が有機的に連携した世界に類のない研
究組織を構築し，研究を進めている．この新
たな学融合研究創出が宇宙での分子進化研
究のブレークスルーとなることを世界に積
極的に発信する．また，日本発の学融合研究
をさらに確固たるものにするための国際連
携を強化する．関連分野で国際的に活躍する
次世代研究者の育成が必要である． 
 
３．研究の方法 
指導的研究者から若手研究者までの派遣お
よび招聘を主として，下記の計画を推進する． 
（１）国際大型計画との連携・協力 
ALMA および始原的小惑星からのサンプル
リターンミッション「はやぶさ 2」，
OSIRIS-REx と密接に連携して，これらの研究
を推進する． 
 
（２）国際研究ネットワークの強化 
拠点研究機関同士の研究交流を重点的にお
こない，共同実験・観測，シンポジウム等の
共催で，研究を推進する． 

（３）次世代研究者の育成 
若手研究者・技術者の招聘・派遣や上記（１），
（２）への参画により，次世代を担う若手研
究者の育成に資する． 
 
４．研究成果 
（１）国際大型計画との連携・協力 
ALMA 関連では，ヨーロッパの関連グループ
と共同観測を定常的に実施し，大きな成果に
繋がった．さらに，国際シンポジウムの際に，
関連する研究者を招聘し，今後の研究展望を
議論し，今後の観測提案として結実した．「は
やぶさ２」や OSIRIS-REx では，関連する研
究機関や国際シンポジウムに研究者を派遣
するとともに，外国の研究者を国内の関連研
究機関へ招聘した．このような努力により，
両プロジェクトで採取した小惑星サンプル
の分析にあたっては，密接に協力して高度な
分析をおこなっていくことが合意された． 
 
（２）国際研究ネットワークの強化 
ス ペ イ ン の Institute of Structure of 
materials-CSIC と北海道大学低温科学研究所
間で研究者の相互交流によって氷の物質科
学に関する共同研究を推進するとともに，国
際シンポジウムを 2 回開催した．その結果，
両機関での部局間交流協定の締結に繋がっ
た． 
 
（３）次世代研究者の育成 
上記（１），（２）関連のみならず，個々の研
究者がおこなっている共同研究においても，
若手研究者を比較的長期にわたって招聘・派
遣し，共同研究を推進した．優れた研究成果
が生み出されただけでなく，今後の継続的な
共同研究の実施にも道筋をつけた．国立天文
台 ASTE 望遠鏡の観測装置開発を，若手技術
者を中心に行わせ，観測装置の望遠鏡への搭
載にあたっては，技術者をチリに派遣して経
験をつませた． 
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新学術領域研究 
宇宙における分子進化：星間雲から原始惑星
系へ 
https://www.astromolecules.org/ 
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